
(R212. 11 総研）

令和2年度研修計画協議会意見交換テーマ等について

1 意見交換テーマ

コロナ後における研修の在り方～コロナ禍での対応を契機として考える今後の

研修の在り方～

2進行概要

（1） テーマ設定の趣旨説明（総研） ［5分］ 14: 15～14:20

(2) 令和2年度における中央研修の実施状況（実施に当たって検討した点や実施

上工夫したこと等）の説明（総研） ［15分］ 14:20～14:35

家事特別研究会（司研：家事専門研究会1 （後見)）､ア

(面会交流)）家事実務研究会（司研 家事基本研究会，家事専門研究会2
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テレビ会議で一斉配信して実施したもの

テレビ会議で実施することとした趣旨

実施上の問題点．(テレビ会議で全体討議・班別討議を実施してみて）

イ養成課程

DVD視聴方式， ウェブ会議方式の実施

(3) 令和2年度の高裁委嘱研修の実施状況（実施に当たって検討した点や実施上

工夫したこと等）の紹介（各高裁) [1o分] 14:35～14:45

(4) 今後の研修の在り方 ［70分］ 14:45～16:05 （途中休憩15: 15～15:25）
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[参列者等所感 10分] 16:05～16: 15

[長官所感 10分] 16: 15～16:25
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資料1

令和2年度中央研修等実施状況

－一三耐画司~ー莫葹百一一T潭葹芳窪~ー研修名 実施上の工夫,問題点,評価等

・ 150人(裁判官50人,主任書記官50人,家裁調査官50人)が参加
・司法研修所の家事基本･専門研2との合同カリキュラム
・ 日程(例年3日)を1日に短縮し,テレビ会議システムを用いた同時配信の方法(東京,横浜,さいたま,千
葉の4庁のみ参集)で実施

・事前検討課題を充実させ,全体を3つの班に分けて班別討議をすることで,円滑な進行と討議の充実を
図った。

テレビ会議

(在京及び周辺
庁のみ参集）
日程短縮

家事実務研究会 2．11．4～11．6 2．11．5

・ 120人(裁判官50人,主任書記官50人,オブザーバー20人)が参加
・司法研修所の家事専門研究会(後見)との合同カリキュラム

・ 日程(例年2日)を1日に短縮し,テレビ会議システムを用いた同時配信の方法(東京,さいたまの2庁の
み参集)で実施

・事前検討課題を充実させ,全体を3つの班に分けて班別討議をすることで,円滑な進行と討議の充実を
図った。テレビ会議

(在京及び周辺
庁のみ参集）
日程短縮

家事特別研究会 2.10.8～10．9 2.10.8

中央
研修

・第1回は80人,第2回は70人が参加(原則全員入寮）
・幹部への新規昇任者が対象

・ 日程(例年5日)を3日に短縮し,講義･共同討議ともに実施方法を工夫して時間を圧縮(－部講義は資料
配布で代替｡感染防止の観点から,共同討議や講義中のバズセッションは可能な限り回数を省略）

ヨは70入

昔が対壽
日に短淵
_の観点ズ ■■【‘

総研に参集
(2回に分割）
日程変更･短縮

2.8.25～8.27(第1回）
2.12.15～12.17(第2回）

管理者研究会 2.4.13～4．17
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資料1

●

2

種別 研修名 当初計画 実施日 実施方法 実施上の工夫,問題点‘評価等

総合職採用職員初任研修 2.4.7～4．9

2.11.13(東京高裁）
2.11.18(札幌高裁）
2.11.20(福岡高裁）
2.11.27(大阪高裁）
2.11.27(広島高裁）
2.12.2(名古屋高裁）

高裁に参集(総
研教官が出張）
東京以外はDV

D視聴を一部併
用

日程短縮･変更

63人(事務官15人,調査官補48人）

所属庁で実務修習中の調査官補を総研に参集させることが困難であったため,所属高裁単位で実施(対
象者が1人の高松は大阪の研修に参加）
各高裁に総研教官及び企画研修第三課が出張
日程(例年3日)を1日に短縮し,所長講話及び総局講師による講義は東京高裁で実施したものをDVD化
し,他高裁ではこれを視聴する方法を採用

養成

課程
裁判所書記官養成課程

DVD教材
オンライン

集合研修にオンライン研修を一部併用(オンライン研修の受講場所は原則として養成課程生の所属庁(た
だし,在京4庁(東京,横浜,さいたま及び千葉)に所属する養成課程生は総研))。
・二部18期(二部1年)については,オンラインの環境が整うまでの間教官の講義を録画したDVD教材の
視聴も併用

オンライン研修は,通信容量の制約のため,PC画面にパワーポイント資料を表示し,教官は音声のみの
配信(養成課程生との質疑応答は,音声でやりとりすることが可）

DVD視聴とオンライン研修には,研修の質を維持するため,電話による質問対応や課題を併用



資料1

~~雪洞画一司一~菫葹百一一T菫葹芳菱一研修名 実施上の工夫,問題点,評価等

・研修生は出身学部が多様であって,全くの初学者レベルの学修分野についてより効果的に学修を進める
ために,DVDを用いた学修が有効であるため,法律についての学修導入のための教官講義や,外部講師
による行動科学の知見の講義をDVD教材にして所属庁で視聴させた。
・実際の調査事務と同様の検討を行う調査実務科目の演習とその前提となる知見を習得させる講義につ
いては,研修効果を上げるためには対面で実施する必要性が高いため,集合研修で実施するほか,所属庁
に教官を派遣して実施

研修生は出身E

めに,DVDを床
よる行動科学α

実際の調査事
ては,研修効果
教官寡派遣して

棟であって，全くのネ

骨が有効であるため，
皆義をDVD教材にし
の検討を行う調査実
ためにlま対面で宰力

~ノし､Lより籾未匪j

のための教官譜雲【所属庁における研修】
2.6.22～6.26(東京家
裁,横浜家裁,さいたま
家裁,千葉家裁） 所属庁における

研修において
は,各所属庁に
参集(総研教官
が出張）

日程短縮･変更

在宅学修におい
ては,DVD教

材,講義･演習
に代わるワーク
シート教材

2.6.29～7.3(大阪家裁
京都家裁,神戸家裁，
名古屋家裁広島家
裁,福岡家裁,札幌家
裁）

【集合研修】
2.7.27～7．31

養成

課程
家庭裁判所調査官養成課
程

2.5.7～7．17

(前期合同研修）

【在宅学修】
当初計画の期間のう
ち，上記以外の期間及
び2.7.18～7.26
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資料2

令和2年度に実施した研修における工夫例等【集計結果】
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令和2年度に実施した研修における工夫例等 【テレビ会議】

1 研修効果

☆集合研修との比較

○
○
○

○

☆テレビ会議で行う研修の効果を維持又は高めるための工夫

○
○
○

☆集合研修との連携

○

、

--

2 良かつた点あい路や課題など

☆良かった点
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☆あい路・課題
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令和2年度に実施した研修における工夫例等 【DVD】

1 研修効果

良かった点あい路や課題など2
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3今後取り組むべき方策や，総研への要望
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令和2年度に実施した研修における工夫例等 【資料送付】

1 研修効果

☆集合研修との比較研修効果の維持又は高めるための工夫

(~）

○

○
○

○

○

☆研修効果の拡大

☆効果の把握の困難性

○’

■■■

2 良かつた点， あい路や課題など

☆良かった点

○’

○
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☆あい路・課題

○

○

3今後取り組むべき方策や，総研への要望
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資料3

オンライン方式等のメリット・デメリット

※現在裁判所に整備されている現況を前提

Web会議 テレビ会議（※） 映像教材(DVD教材） eラーニング

メリット

(必要な機材と通信環境が整備されていれば）全国

どこからでも参加が容易
ーⅡ■■ 1■■ ■■ 1■■ 1■■ ■■ ■■『ー■■-1■■ー－4■■ー一-一一一ーーⅡ■■ Ⅱ■■－－1■■一一一1■■ 1■■ q■■ I■■一一一一1■■一一一一q■■一■■

・移動の時間とコストの節約
■■ ■■ー■■ー＝‐‐‐‐‐■■‐ｰ■■‐■■■■ーー■■＝■■ ■■ ■■ ■■‐■■ ■■■■■■■■ーー■■‐‐ーローー■■ ■■ ■■■■ーﾛ■

･双方向でのやりとりが比較的容易

． （ブレイクアウト機能を使えれば）グループに分け

た討議等にも対応可能
■■ ■■＝ー■■＝一ー■■一一■■ー一一一＝-－一口‐一一■■ｰーー■■ ■■ー‐‐ローー■■ー■■ ■■ ■■ ■■ ■■ ■■‐‐■

ーー■■ー一一-一■■■■ー一一一一■■■■■■■■■■■■■■ーｰー~‐ーー一一■■■■一一一一一一ｰ一一一‐ｰ＝q■

一一－一－－ｰｰー‐~‐ｰ‐ーー■■ー■■ ■■ ■■ ■■ ■■■■一一■■ ■■ー■■ｰｰｰ一＝つつ■■‐■■－－＝■■■■ ■■ 1■

一q■■‐I■■ Ⅱ■■ I■■一I■■ I■■ 1■■一Ⅱ■■ Ⅱ■■ Ⅱ■■ー1■■ Ⅱ■■一一一一一4■■ｰ■■ー■■ー■■ 1■■ l■■ 1■■ 1■■ 1■■ー■■一一■■一一Ⅱ■■ Ⅱ■■ Ⅱ■■ Ⅱ■■ 1■■＝

－－－■■一‐ー一一－一一一一■■一ーーー一＝ー－－‐ｰ--1■■一一■■■■－－－■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ 1■

ー■■■■■■一一一一ーー一一一■■一一一一■■■■ーー一一一■■■■----一一一一一一一■■一一一一■■■■ー■■

･移動の時間とコストの節約
■■■■画■■‐■■‐‐‐一一‐‐‐一一■■■■一一－－‐‐｡‐■■‐ｰ‐‐‐‐－－－■■‐口一一一一■■■■■■■■

･双方向のやりとりは可能

‐‐‐一一■■ ■■ ■■■■ ■■ ■■ー■■■■ー■■ー■■ ■■ ■■ ■■‐■■ ■■‐■■■■ー■■ ■■■■■■一一■■ ■■ ■■ ■■一一■■ ■■■■■■ーー■■

■■ ‘■■■■■■■■■■■■－1■■ 1■■‐一一一－一一一－－－函一一一■■ 1■■■■■■■■■■ー■■ ■■＝一一一ｰｰー■■一一■■■■■■

･既存の機器を活用することで初期投資が不要

■■■■■■■■■■ '■■■■ーー一－一一‐‐ｰ‐一一一ーーー■■■■■■■■ーーー■■■■■■ー一一一‘■■ーー■■ーー1■■ ■■ー‐

■■ーーーーー1■■一－一一一■■ー－4■■■■■■■■一一一一一一■■一一一一ーーーー一一■■ーー一一■■ー4■■ーーー

■■－－，■■－－－一一‐ｰ－－ー■■－－一一‐■■■■ｰ一一一イ■■■■■■■■ 1■■■■■■■■■■■■■■ ！■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

･通信環境が比較的安定している

(個別に視聴させる場合には）いつでも視聴が可能

(時間的自由度が高い）
■ 1■■一一Ⅱ■■ーーーーー｡■■ー一一一－－1■■一Ⅱ■■ Ⅱ■■ Ⅱ■■ 1■■ 1■■ q■■ 4■■ ■■ Ⅱ■■ I■■ I■■ q■■一一一一一ー一一一一－一一I■■ｰ1■■

･移動の時間とコストの節約
■ーー■■ ■■‐一一■■＝‐一■■ーーー■■ー■■ーロ■■■■■■■■ー■■ーーーー＝■■ー■■ーー＝－－‐‐■■‐■■ ■■ｰ

■‐■■ ■■ーー■■再一■■ ■■ー‐ー‐ーー一‐ー一一ｰ■■ ■■ ■■‐ー■■■■■＝ー■■ ■■ ■■■■ー■■ ■■ ■■■■一一■■ ■■ ■■
●

. （個別に視聴させる場合には）何度も視聴すること

で理解度が高まることが期待できる
■ー－－－－1■■一一ｰ－1■■ー一一-1■■ ■■ 1■■■■■■■■■■■■ー■■■■■■■■■■-4■■＝■■■■ー■■■■■■■■ー■■■■■■■■■■■■

．一度作成した教材は，内容に変更がない限り繰り返

し利用可能

■‐ーーｰ＝‐ー‐ー‐‐一一一一＝一一－----■■■■■■■■＝■■■■■■■■■■－，■■■■■■■■＝■■■■■■■■■■■■ イ■■

･一定の講義の質を保つことができ，全国均一な研修

内容の提供が可能
Ⅱ■ーー1■■ーーー■■ー---■■一一■■＝4■■一一ー■■＝■■ー■■一一一ー■■一－一■■ー■■■■ー■■■■■■ーー‐■■ｰ

I■■■ー■■■■■■ー■■ イ■■■■■■ー一一一一一一一一ー－－－一一ｰ‐一■■ーー‐■■一一一ーｰｰ‐ーｰー‐一一

．いつでも受講が可能（時間的自由度が高い）

一一一■■ I■■ q■■一一一一1■■ I■■－1■■一一■■、一1■■ 1■■ Ⅱ■■ 1■■ I■■一Ⅱ■■－－1■■ I■■一一一■■ Ⅱ■■一一一一』■■ Ⅱ■■ I■■ー－－－1■■ ■

･移動の時間とコストの節約
ローローーーーーーー‐－口一一■■~ｰ‐■■‐ローローーーローーーーーーロ一一一一■■＝■■■■ー‐＝■

lーｰ■■ー■■ ■■■■■■ー■■ ■■ ■■ーー■■ ■■ ■■■■■■■■ ■■ーロー■■ー＝ー＝ｰ■■ ■■ローーーーーーーー■■ ■■ ■■一一■

･自分のペースや達成度に応じて自由に学習を進める

ことができる
卜 ■■■■■■■■■■■■－4■■■■■■■■一一一■■■■■■ー■■■■■■■■■■■■■■ 1■■■■■■ー■■■■■■■■ー＝■■■■■■■■＝■■■■－－－‐｡

｡一度制作した教材は，内容に変更がない限り繰り返

し利用可能

・教材の印刷代、送料等のコストが掛からない
D ■■■■■■－，■■ ，■■■■■■■■■■ I■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■＝！■■一一■■■■■■■■ーー■I■＝■■－－－‐■■ー‐~ー－－■■ ■

．必ずしも講師を必要としない

ロー■■ー■■■■■■■■■■ー■■■■■■ー－4■■■■■■一一一ｰーーー■■ 1■■一一一ー■■一一一■■一ー一一■■ ■■、一一一一ーq

・学習管理システム(LMS)により，研修員の進捗

状況，成績等の管理やテスト結果などのフィードバッ

クが即座に確認できる
bｰ■■‐■■■■一■■ーーー‐ーｰー■■~－－ーー＝‐ｰ~ｰ－－ｰｰ■■－－－ー毎一一一一一一■■■■■■■■ ■■ ﾛ

デメリット

(参集方式に比べ）研修員同士の横のつながりが作

りにくい
■■ ■■＝ー■■ー■■ー＝■■■■■■■■ーー■■■■＝■■■■■■ー■■■■＝■■ ■■■■■■■■■■■■■■■■■■ー■■■■ー■■ 1■■■■■■ー■■‐■■
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･実習型（ロールブレイ等）の研修に不向き

一一＝一一一一一一一一ー■■ーｰ一一一一ｰ一一一一一一一‐■■■■一一■■■■一一ーー一一■■■■■■■■■■ ■■ q■

＝-■■－－ーー‐ｰ‐－－－－ー－－－ー~‐一一一－ｰー＝‐‐ｰ一一一■■ ■■■■ ■■ー■■■■■■■■■■■■－1■

･必要な機材調達のための初期費用を要する

ーー■■■■ ■■ ■■ ■■ー‐｡■■ロー‐■■ー■■ー■■ーー■■ー■■■■＝■■ー■■ ■■ ■■ー■■＝■■ロー■■＝■■ ■■ ■■ ■■ーー■■句

･各庁での会場の確保が必要
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・インターネットの通信環境の影響を受けやすい

･研修員同士の横のつながりが作りにくい

■■一一一一一一一口－－－■■■■■■-■■■■■■■■---■■■■■■■■■■■■-■■■■■■■■＝■■■■■■■■■■-■■■■■■－，■■■■

･双方向のやりとりはできるものの，多数のグループ

に分けることができず，グループのメンバー数が多く

なりディスカッションが難しい
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･実習型（ロールプレイ等）や討議型の研修に不向き

■■■■ー■■ー一一一ｰ--‐■■一一一一■■一一■■一一一一一一一一-一一一一一一一一I■■一一■■一一一一一

･テレビ会議システム未整備庁からの参加が難しい

(整備庁への移動コスト等が生ずる）

･各庁での会場の確保が必要

･多地点接続の予約が困難（事件処理が優先）

･研修員同士の横のつながりができない
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・双方向のやりとり （質疑応答やディスカッション）

ができない
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･実習型（ロールプレイ等）や討議型の研修に対応で

きない
■ー■■ー--ー■■■■ｰーー＝■■一一－一一一一一一ー■■－－－－－－－－＝■■■■‐ー一一一一一一一一一

． （個別に視聴させる場合には）受講ペース等が研修

員の自主性に委ねられるため，モチベーションや集中

力を維持するのが難しい
■ー■■■■■■■■一一一■■■■－－－ーー‐ーー‐一一■■■■■■■■ー■■ ，■■ ，■■■■■■ーー■■■■■■■■一一一一‐ーー■■ ■■

･教材制作及び送付のコストが掛かる

．一度作成した教材の更新が難しい
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･研修員同士の横のつながりができない

■■■■■■■■ー■■■■■■■■■■ 1■■■■ 4■■■■■■

･双方向のやりと

ができない

■■ー■■ ■■■■‐一一‐ー■■ ■■ ■■ ■■■■ー■■ ■■■■ー■■ ■■■■‐－－ーや‐一一■

り （質疑応答やディスカッション）
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･実習型(ロールプレイ等）や討議型の研修に対応で

きない
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・受講ペース等が研修員の自主性に委ねられるため，

モチベーションや集中力を維持するのが難しい
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･教材を制作する手間やコストが掛かる

･学習履歴や教材を配信・管理するための学習管理シ

ステム(LMS)が必要（そのためのコストが掛かる）
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